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編
集
後
記
『
比
較
文
明
研
究
』
第
十
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
論
文
六
本
（
内
、
仏
文
論
文
一
本
）、
追
悼
エ
ッ
セ
ー
一
本
、
書
評
一
本
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
＊
安
田
喜
憲
客
員
教
授
の
「
梅
棹
忠
夫
先
生
を
偲
ぶ
」
は
、『
文
明
の
生
態
史
観
』
で
「
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
風
土
を
、
な
ぜ
梅
棹
先
生
は
「
悪
魔
と
暴
力
の
巣
」
と
呼
ん
だ
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
手
が
か
り
に
、
安
田
教
授
自
身
の
研
究
の
中
か
ら
こ
の
答
を
見
出
す
過
程
を
述
べ
な
が
ら
、「
畑
作
牧
畜
文
明
」
と
「
稲
作
漁
撈
文
明
」
の
特
徴
を
対
比
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
の
対
比
の
観
点
か
ら
、
梅
棹
学
の
原
点
に
あ
る
山
の
意
義
や
、
梅
棹
忠
夫
と
い
う
天
才
的
巨
人
の
人
間
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
安
田
教
授
の
敬
愛
の
念
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
術
的
追
悼
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
。
川
窪
啓
資
客
員
教
授
の
「
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
系
譜
か
ら
見
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
破
天
荒
性
」
は
、
英
米
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
代
表
的
著
作
を
精
読
し
、
当
時
の
科
学
の
未
発
達
に
よ
り
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
面
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
上
で
、
廣
池
千
九
郎
は
「
新
基
軸
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
つ
く
り
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
と
名
づ
け
た
こ
と
の
理
由
を
解
明
し
て
い
る
。
次
に
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
体
系
化
し
た
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
構
成
を
、
第
一
か
ら
十
一
章
ま
で
と
、
第
十
二
か
ら
十
五
章
ま
で
に
分
け
、
前
者
は
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
代
版
で
あ
り
、
後
者
は
最
高
道
徳
論
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
聖
人
研
究
に
よ
る
最
高
道
徳
の
世
界
の
解
明
と
、
最
高
道
徳
の
原
理
・
実
質
・
内
容
の
探
究
に
お
い
て
、「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
破
天
荒
性
」
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
未
来
に
向
け
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
最
高
道
徳
の
文
明
論
的
意
義
を
提
示
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
川
窪
教
授
の
英
文
学
研
究
と
比
較
文
明
学
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
破
天
荒
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
染
谷
臣
道
客
員
教
授
の
「「
隠
さ
れ
た
基
壇
」
か
ら
見
た
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
」
は
、
何
の
た
め
に
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
が
建
立
さ
れ
た
の
か
を
、
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
隠
さ
れ
た
基
壇
」
の
レ
リ
ー
フ
一
六
〇
枚
の
写
真
を
手
が
か
り
に
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
罪
、
施
し
、
説
法
、
地
獄
、
天
界
を
描
い
た
レ
リ
ー
フ
の
解
説
は
大
変
興
味
深
い
。
レ
リ
ー
フ
の
な
か
に
は
刻
字
が
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
染
谷
教
授
は
「
丁
寧
に
話
す
」
と
い
う
刻
字
に
注
目
し
、
そ
の
言
語
的
、
歴
史
的
、
文
化
的
意
味
を
論
じ
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
ジ
ャ
ワ
文
化
の
特
徴
を
描
き
出
す
。
そ
し
て
「
隠
さ
れ
た
基
壇
」
に
込
め
ら
れ
た
意
図
は
、
善
因
善
果
悪
因
悪
果
を
説
く
こ
と
に
加
え
て
、「
物
品
で
あ
れ
、
言
葉
で
あ
れ
、
他
者
に
施
す
こ
と
の
大
事
さ
を
人
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
」
に
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
最
後
に
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と
プ
ラ
ン
バ
ー
ナ
ン
の
比
較
が
行
な
わ
れ
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
限
界
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
に
込
め
ら
れ
た
不
殺
生
の
価
値
を
失
っ
た
現
一
四
一
代
ジ
ャ
ワ
と
人
類
社
会
の
状
況
を
、
比
較
文
明
学
の
視
点
か
ら
批
判
的
に
吟
味
し
て
い
る
。
本
論
文
の
基
礎
的
部
分
を
構
成
し
て
い
る
レ
リ
ー
フ
解
釈
に
は
、
染
谷
教
授
が
長
年
手
が
け
て
こ
ら
れ
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
文
化
人
類
学
の
知
識
が
傾
注
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
限
界
を
比
較
文
明
学
的
観
点
か
ら
人
類
的
問
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
読
者
を
深
い
文
明
的
問
題
に
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
小
林
道
憲
客
員
教
授
に
よ
る
「
芸
術
・
祝
祭
・
文
明
」
は
、「
日
本
の
芸
能
」
で
、
能
楽
、
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
の
宗
教
的
起
源
、
こ
の
世
と
あ
の
世
、
そ
し
て
死
者
の
霊
の
救
い
な
ど
の
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
る
。
次
に
「
芸
術
と
祝
祭
と
文
明
」
で
は
、
祝
祭
と
芸
能
か
ら
演
劇
、
芸
術
の
成
立
過
程
が
描
か
れ
、
偉
大
な
芸
術
作
品
に
は
、
日
本
で
も
、
ま
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
で
も
、
宇
宙
論
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
人
間
の
心
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
可
能
に
し
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
宗
教
、
都
市
共
同
体
、
文
明
の
成
立
が
、
祝
祭
、
芸
術
、
財
の
集
中
と
蕩
尽
と
い
っ
た
観
点
か
ら
吟
味
さ
れ
て
い
く
。「
現
代
と
芸
術
」
で
は
、
芸
術
作
品
が
置
か
れ
る
空
間
が
問
題
に
さ
れ
る
。
美
術
館
、
博
物
館
、
展
覧
会
場
に
置
か
れ
た
現
代
の
芸
術
作
品
は
、
そ
れ
を
生
か
す
よ
り
大
き
な
世
界
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
複
製
技
術
で
処
理
さ
れ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
芸
術
作
品
か
ら
は
オ
ー
ラ
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
、「
世
界
を
失
っ
た
芸
術
は
、
単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
実
験
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
本
論
文
は
、
現
代
世
界
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
無
意
味
化
や
意
味
喪
失
と
い
っ
た
現
代
文
明
が
内
包
す
る
最
も
深
刻
な
問
題
に
対
し
、
芸
術
や
祝
祭
の
観
点
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
根
源
的
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
、
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
安
田
喜
憲
客
員
教
授
に
よ
る
「
文
明
の
精
神
」
で
は
、「
文
明
の
原
理
」
を
構
成
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
し
て
の
「
文
明
の
精
神
」
を
探
求
し
、
人
類
の
繁
栄
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
、
比
較
文
明
研
究
の
最
終
目
的
で
あ
る
、
と
目
的
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
文
明
の
原
理
」
を
構
成
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
「
文
化
」
と
と
ら
え
、「
文
明
の
原
理
」
を
構
成
す
る
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
（「
制
度
・
組
織
・
装
置
系
」）
を
「
文
明
」
と
捉
え
る
先
人
の
議
論
を
批
判
し
、
両
者
を
一
体
と
捉
え
る
議
論
を
構
築
し
て
い
く
。「
文
明
の
精
神
」
は
「
文
明
の
風
土
」
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
、
文
明
も
人
間
も
風
土
の
産
物
で
あ
る
と
論
じ
、「
新
た
な
文
明
原
理
を
構
築
す
る
う
え
に
お
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
は
、
文
明
の
精
神
性
と
風
土
性
を
追
加
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
現
代
世
界
を
概
観
し
、
市
場
原
理
主
義
と
金
融
資
本
主
義
が
牽
引
す
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
文
明
の
文
明
原
理
に
変
わ
る
「
新
た
な
文
明
精
神
に
立
脚
し
た
文
明
原
理
を
創
造
し
、
文
明
を
再
定
義
」
し
て
、「
新
た
な
生
命
文
明
の
時
代
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
安
田
教
授
の
文
明
の
定
義
は
、「
地
球
固
有
の
風
土
に
適
応
し
、
人
間
独
自
の
自
立
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
、
普
遍
的
・
持
続
的
な
文
明
原
理
が
確
立
し
た
時
を
も
っ
て
、
文
明
の
誕
生
と
み
な
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
都
市
革
命
で
は
な
く
農
業
革
命
の
成
立
を
も
っ
て
文
明
の
誕
生
と
す
る
可
能
性
を
拓
い
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
よ
り
、「
縄
文
は
文
明
で
あ
る
」
だ
け
で
な
く
、「
二
一
世
紀
の
地
球
と
人
類
の
危
機
を
救
済
で
き
る
文
明
原
理
」
比較文明研究 第16号 2011年
一
四
二
と
な
り
う
る
、
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
安
田
教
授
は
、
稲
作
漁
撈
型
の
「
農
村
文
明
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
畑
作
農
耕
型
の
「
都
市
文
明
」
と
比
較
し
、
後
者
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
優
れ
、
前
者
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
優
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
今
、
人
類
は
、
高
い
精
神
に
立
脚
し
た
文
明
原
理
を
創
造
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
た
生
命
文
明
の
時
代
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
明
確
に
主
張
す
る
。
本
論
文
は
、
先
人
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
乗
り
越
え
、
新
た
な
文
明
の
構
図
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
松
本
亜
沙
子
客
員
教
授
の
「
明
治
の
西
洋
動
物
学
の
黎
明
木
下
熊
雄
」
は
、
サ
ン
ゴ
研
究
に
お
い
て
、
欧
米
で
「
現
在
も
最
も
論
文
を
参
照
・
引
用
さ
れ
、
知
ら
れ
て
い
る
日
本
人
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
日
本
で
の
知
名
度
は
非
常
に
低
い
」
木
下
熊
雄
（
明
治
一
四
年
﹇
一
八
八
一
﹈
｜
昭
和
二
二
年
﹇
一
九
四
七
﹈）
を
取
り
上
げ
た
伝
記
的
研
究
で
あ
る
。
木
下
と
研
究
領
域
が
重
な
る
松
本
教
授
は
、
木
下
の
経
歴
、
採
集
調
査
地
と
そ
の
調
査
業
績
、
ま
た
、
居
住
地
で
あ
っ
た
熊
本
県
三
角
、「
四
〇
代
半
ば
で
学
問
を
や
め
」
て
移
り
住
ん
だ
香
川
県
丸
亀
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
再
び
熊
本
伊
倉
な
ど
の
地
誌
的
文
化
的
背
景
等
を
丹
念
に
調
査
し
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
下
熊
雄
を
取
り
巻
く
、
伊
倉
木
下
家
、
菊
池
木
下
家
の
「
錚
々
た
る
人
材
」
を
描
き
出
し
た
上
で
、
木
下
熊
雄
の
人
物
像
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
生
き
生
き
と
描
き
上
げ
て
い
る
。
本
稿
は
、
海
洋
生
態
学
の
研
究
者
が
、
専
門
的
観
点
か
ら
「
生
活
と
文
化
に
関
係
し
て
科
学
を
説
明
」
し
よ
う
と
試
み
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
服
部
英
二
客
員
教
授
の“L
a M
e?tam
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は
、「
エ
デ
ン
の
園
の
変
貌
バ
ビ
ロ
ン
か
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
至
る
チ
ャ
ハ
ル
・
バ
ー
グ
の
旅
」
と
題
し
て
『
比
較
文
明
研
究
』
第
十
四
号
（
二
〇
〇
九
）
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
改
訂
仏
訳
論
文
で
あ
る
。
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ー
ル
の
庭
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
庭
に
あ
る
十
字
形
の
水
路
と
い
う
基
本
的
な
形
の
一
致
に
、
服
部
教
授
が
疑
問
を
抱
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
す
ぐ
に
、「
エ
デ
ン
の
園
」、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
「
四
つ
の
川
」
が
「
チ
ャ
ハ
ル
・
バ
ー
グ
の
庭
園
を
作
り
出
し
た
は
ず
」
と
洞
察
さ
れ
、「
こ
の
楽
園
の
思
想
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
引
き
継
が
れ
」、「
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
入
﹇
り
﹈」、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
修
道
院
建
築
」
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
文
明
移
転
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
確
証
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
庭
園
の
誕
生
物
語
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
完
成
が
興
味
深
く
語
ら
れ
た
あ
と
、
そ
の
庭
園
に
チ
ャ
ハ
ル
・
バ
ー
グ
を
見
出
し
た
服
部
教
授
は
、
こ
の
庭
を
造
っ
た
ル
・
ノ
ー
ト
ル
は
ど
こ
で
チ
ャ
ハ
ル
・
バ
ー
グ
の
情
報
を
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
で
も
ル
ネ
サ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
庭
で
も
な
く
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
庭
園
だ
と
推
察
す
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ル
・
ノ
ー
ト
ル
は
そ
の
よ
う
な
情
報
に
接
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
服
部
教
授
は
、「
二
〇
〇
七
年
、
私
は
ユ
ネ
ス
コ
の
あ
る
会
議
の
折
、
こ
の
東
方
か
ら
の
情
報
の
荷
い
手
と
い
う
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
行
き
当
た
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
と
い
う
人
物
を
見
出
し
て
く
る
。
彼
は
、
ル
イ
十
四
世
に
直
接
拝
謁
で
き
る
立
場
に
い
た
こ
と
、
当
時
王
室
付
き
の
一
四
三
編集後記
庭
園
設
計
士
で
あ
っ
た
ル
・
ノ
ー
ト
ル
と
直
接
接
触
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
摑
ん
だ
後
、
そ
れ
を
論
証
し
、
文
明
の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
本
稿
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
発
見
と
論
証
に
基
づ
き
、
フ
ラ
ン
ス
庭
園
の
誕
生
を
比
較
文
明
学
的
に
謎
解
き
し
た
、
大
変
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
斉
藤
之
誉
研
究
員
の
書
評
、「
松
本
健
一
著
『
海
岸
線
の
歴
史
』
ミ
シ
マ
社
、
二
〇
〇
九
年
」
は
、「
地
位
層
」
と
「
時
代
相
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
、
地
理
学
の
専
門
家
が
地
理
学
的
方
法
論
へ
の
関
心
か
ら
『
海
岸
線
の
歴
史
』
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
義
と
教
育
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
優
れ
た
書
評
で
あ
る
。
＊
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
今
回
も
充
実
し
た
研
究
成
果
を
収
録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
玉
稿
を
ご
執
筆
賜
り
ま
し
た
先
生
方
、
ま
た
、
本
誌
完
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
行
人
社
野
澤
幸
弘
社
長
に
、
篤
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
（
立
木
教
夫
）
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